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　　　　　　　　　　緒　　冨　　　　　　　　　　　　　　犬腎，鵬腎，山羊赤血球，及び細羊赤」血L球を抗元と

　異性抗元の化学的性質，並びにその化学的本態につ　　　して，家兎を免疫し，抗緬羊赤血球溶1血藤［liL満噛ご調腰

いては，従来多数の研究が重ねられているが，未だそ　　　した。

の結論は得られていない。　　　　　　　　　　　　　　　即ち，罵殺場より得た新鮮な馬，及び犬の1爵臓よ

　それ等のあるものは，それが耐熱憾及び有機溶媒に　　　り，附楓組織をよく取り除ぎ，鉄でS・1［1砕し，生理的食

可溶性なる等の性質の故に，1ipid性物質であろうと　　塩水にて速かに洗｝條した後，漁紙にて血液及び水分を

論じ，又或るものは，lipidの精製に伴い抗元挫の消　　　充分に拭い去り，硝子honiogenizorで粥化した後，

失することにより，lipidに附随する蛋白性物質であ　　　之に10倍：量の生理的食塩翻くな加え，室温にて，3時間

ると論じている。　　　　　　　　　　　　　　　　　振過浸出する。之をガーゼ数枚を重ねて瀬過し，濾

　即ち，Meyer及びその協同研究巻等は，・E・ルモッ　　液5・Occを以て，2日醗きに5回，廉蒐なコ斗1静豚内注

ト臓器より分離した燐脂質は，Forssman抗体とよく　　　射により免疫する。　jyt同時に1別に濾液にalmina

試験管内にて」血潤反応を呈することより，異性抗元　　crearnを加えたものを，家兎下肢筋肉内注射により

は，1ipid性物質なることを称え，　Leven及びLan－・　　免疫した。

dsteinerは，馬腎より分離精製した異性抗元は，水　　　　赤血球成分による免疫は，生理的食塩水により充分

溶性で，有機溶媒には不溶且つ水解後には還元性を有　　　に洗瀞した赤i血工球に，10倍最の蒸溜水を加えて溶」血Lせ

することを報告している。　　　　　　　　　　　　　しめた後，食魔により等張にしたものを以て，静豚内

　我教室に於ても，先きに楢本は，馬臓器につき異性　　注射により行った。

抗元の性質を検し，種々の化学性を得たカミ，未だ確実　　y別に0・2％・hr。me明懸10倍量を加へ畑徽を，

に之が化学的本態を断定するを得なかった。　　　　　　　冷所に3日間放置の後，等張にし腹腔内注射により免

　藤村も，モルモット臓器より分離精製した燐脂質　　疫した。

は，異性抗体とよく血清反応を起すが，之を精製する　　　免疫家兎は，何れも最終注射日より、1週闇目に採

とその活性度を尖5ことから，燐脂質に爽雑する或る　　血し抗体価を検し，1000倍以上の溶血素力価を衡する

物質が，異性抗元として活性の化合物であると考え　　もののみを爽験に供した。

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溶血試験の様式は次の如く行なった。

　榊原等も，モルモットの賢及び心臓を用いて，本間　　　　一一列の試験管に0．25紹宛の200倍，400僑，800借等

題の究明を試みたが，未だその本態を究めるまでには　　　に稀釈した抗1血清，及び補体血消2単位宛を加え，次

至らなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　いで3％緬羊赤血球浮游液0、25紹宛を加え，混和し，

　著者は，こXVこPtび，犬腎，馬腎，山羊赤血球等を　　　1時間37°Gに保温した後その溶血度を見る。

用いて異性抗元の研究を試み，本問題の解明に資せん　　　補体にはモルモット．血澗を用い，3％感f離且球0．25

とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　meを1疇間37°Cで，完全溶血する最小鍛を以て1単

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　位とした。

　　　　　　　　　　実験の部　　　　　　　　　　　　　其の結果は第一蓑に示す。

　　材料及び方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表中（柵）は完全溶血を，　（一）は全く溶血しない
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表　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補体結合反応は，一列の試験管に溶血11方止下鉱の半

撒管罷、234567　凱る1°齢釈゜・25疏の撒清，肌く1關綴出
抗備稀膿倍倍倍倍倍倍倍　液或嚇血球の轍したもの汲び2・4，　6，8・1°単
　（0，25紹宛）　200　400　8001000160032006400　　　位の補体を加え，混和して1時間37°G保温の後t

補体（単位）2　2　2　2　2　2　2　0．2…meの3％感作1血1球浮物液を加え，更に11離ll37°

封，％、濫蟻説〃〃…ノrl”　・保温し渤度襯察す・・その総臨譲蘇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。
　　犬腎　　1　帯　冊　帯　　柑　冊　十卜　一

　　　　　2刊ト　十H・　引十　制十　十　一　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表2（B）
　　　　　3十F卜　弓什　覗ト　斗什　一1十　一　一

抗　　4冊冊冊→＋日｝ト＋一　簸試！1贈獅補体単位対照
　　鵬腎　6冊　柵　帯　帯　冊　一　一　　抗元内抗元翻』宮‘1，1…δ”…諏II憂…天ざ記
　　　　　7柵　珊什　覗十　十　十　一　一一　　＿一．．一一＿＿＿一＿．＿＿＿＿＿＿．．＿＿．、．＿，＿＿一．＿一＿＿一一＿一＿＿．＿、＿＿、』＿＿．＿

元　　　8帯　冊　一FHF＋朴　一　　鰍腎煽1野　6　－一一一一＋　帯　一liト
　　盗羊蛮・ユ帯帯帯帯胴レ　　　”　・一一一一＋・　帯
　　　　　12　帯　惜　i1ト　→｛卜　→什　卦　　一　　　　　　　”　　　8　－一一一一一　　　　・肝
　　　　　13　　十H。　　・｝トト　　斗暑十　　　→什　　　一ト　　　ー　　　一　　　　　　　　　　　ソミ：　iigJ」　　　6　　　－　 一　 一　 一　 一　 十　　　刑十

．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　滞1僻赤」llL球6　－一一一一＋　帯7J｛す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　7　　～　－　pm　－　十　十
斯く九鳳及び山劃鞠1離娘塩水測1腋によ砺蔦　　　　〃　　8　＿＿＿＿＋＋

兎免疫によって強力な緬昨赤血餓溶血素血溝を得た。

以下実験には此の抗血滴を用いた。　　　　　　　　　　　婁2（C）

購の触1備物論搬に使肌繊元とよく補　販撒｝穿獅補体単位対照
体結倉反応を呈する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt－一一一一一一一一…一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗元　内抗元　番弩　24　6810ユ2　ACSC

　表2（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山…申山羊赤血・球11　－一一一一一一　　帯　　冊

免疫灘家兎補騨位塑．辮IIに：：：‡＃
抗元内抗元番号24681012ASAC　　　犬腎11－一一一十＋帯
犬腎犬腎・一一一一一帯帯　　　”　12一一”一＋＋
　　　　“　2－一一一一＋　　冊　　　　”　13－一一一一＋
　　　　〃　　3　＿＿＿＿＿＿　　冊　　　　　馬腎11一　｛一一一　帯
　　　　“　4－一一．．一一　　柵　　　　”　12一一一rm－＋
　　　馬腎　1－一一一一＿冊　　　　　”　13一一｛一一一
　　　　，，　2＿＿＿＿＋＋　　　　　細洋赤血tw　11－一一一一一惜
　　　　，ノ　3＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　「’　12一㎜ma　ww｝響ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　13　　－　 一　 一　 一　 一　

一　　　　”　　　　　4　　－　一　一　一　一　一一

　　畔湘L球1一一一一m’mN’W　　　表・や対照轍のAC，　SC，厳。撒’餉擬と

　　　　ll：：二：二　　 補鰍・伽清と補細・え鵬合を瀦
　　　　“　4＿＿＿＿＿＿　　　　蓑の如く・山級ぴ緬赫血球鯨水抽出液及び・
　　緬羊赤血球1　－一一一一一　掛　　　　腎組織食塩水捌出液には，それぞれに対する抗血暮疑

　　　　，，　　2　＿＿＿．．＿．一　　　　　　　藩明に1血L清反応を皐する物質を含み，且つ共等の抗体

　　　　rl　　3　－一一一一一　　　　　　　　は，他の異性抗元と交叉的に著明に反応することを知

　　　　11　　　4　－一一一一一　　　　　　　　　る。

　　欝・6柵惜冊帯・1－・　1・卜　　 〃　・一一一一朴
　　　　　17　　十皆　　　封ト　　帯　　　斗仔　　　刑ト　　＋　　　一　　　　　　　　　　　　”　　　　　8　　　一　 一　 一　 一　 一　 一ト

　　　　　18　　十1｛・　　　al十　　　・Hi．　　　・llト　　　ートト　　　ー　　　　－　　　　　　　　　　　1⊥」ゴ群幼≒1自L球　　6　　　　－　　一　　一　　一　　＋　　一ト　　　　1iト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　7　　－　一　一　一　十　十

ものを，㈲，（・）汲び（士）凝の欄醐触　　．、”　8｝　｛｝一＋
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表2（D）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3（B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号
filki　荊触羊勃≒lfi1球　16　　　－　 一　 一　 一　　一　 一　　　惜　　　冊　　　　　　馬li謬　　1頃嵜「1嵜aceしone潔剥ノヒク）・　　6　　－HF　斗H・斗lf　　－Hト　　覗ト

毒　〃・7－一一一　冊　　　”　　・柵一1・・1
血　　　〃　　18　－一一一一一　　　　帯　　　　　　　　〃　　　　　　8　・階刊H陛
球　犬腎16－一一一一一　惜　　　　　犬腎acetolle潤生分6－1．1ト1］・HIF帯
　　　”　　　17　　－一　一　一　一　一一　十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　7　 ・1・IF『H十　’fli・

　　　「’　⊥8　－一一一一一一一　　　　　　　　 f’　　　　8弱卜・H卜・日ト

　　馬・1嵜・6－一一一NF　　ILI羊変麟，翻・冊旧・卜
　　　〃　　　　17　　　－　 一　 一　 一　 一　 一ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　7　　dll“・1［IT　イ1卜

　　　〃　18　－一一一一一　　　　　　　　　　　”　　　　　8・llHIF紐
　山枷・球・6－一一一帯　　　潔1輌ゴ1盤蓋、謝・HF・・M旧ll・
　　　”　　17　－一一一一一　　　　　　　　　　　　”　　　　　7　i什帯州・

　　　〃　　18　－一一一一一・一　　　　　　　　　　　　’1　　　　　8冊帯帯

辮欝弩踏謡一繋δ雛試1険舳抗講難器

醐徹嚇血蹴り瀦1航の州涯　　　麹（c）

　　　　　　　　号
犬犬腎acet。n・｝容性分1冊冊＋1柵ト惜冊耕　　表3（D）

　馬腎aceじ・n・溶性分1冊冊　　　1粁　　　緬緬羊赤伯L球aceヒ・n・溶16イ旧｛Hli・冊柵

　　　　〃　　2珊　　　　　葬性分　〃　　・7卦ト胴tト
　　　　〃　　　　3帯惜　　　　　　　　　　並L　　　〃　　　　　18帯帯冊
　　　　〃　　4督H卜　　　　　球犬腎acet。n，溶III三分16冊柵冊構

並器：生懲驚鋤箒灘：盤酬融纈董1響∵讐δ

温水浴上にてacetoneを蒸発除去し・別にaCetone　　　球　犬腎acetOエle溶挫分　11　n，IIF帯帯　HF

可溶性分は之をCO2気流1；i’aにてacetOneを蒸発，　　　　　　　　　〃　　　　　12　冊帯t｛十

乾固する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　13冊冊冊

　このace七〇ne溶性分の残澄，及びacetone不溶性　　　　　篤li晋acetone溶性分　11柵一F辮　柵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　12　帯帯辮

山灘謄溶性分・柵　　va　　　　”　　・7＋H－　ttl－・Yi
　　〃　　　　 2斗仔llt　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　 18　11｛・・月十4t卜

　　”　　　3帯冊　　　　　　　　　　馬腎ace七。且e溶性分16冊措冊＋N
　　〃　　　　　4十什引十　　　　　　　　　　　　　　　　　 ”　　　　　　17　弓仔・H｝帯

緬慧離溶性分・珊　　ur　　　・’　・8柵搭
　　〃　　　　 2－H十帯　　　　　　　　　　　　　 1」1羊赤1血L球acetonei：容　16　覗｝斗H・｛｝ト　斗1十

　　”　　3帯帯　　　　　　　性分　“　　　17帯柵斗仔
　　’1　　　　4冊帯　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　18帯柵惜
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分は，夫々少景のalcoho1にて溶解し，これ等a1一　　　表4（C）

難難ll舗鵠∴∵ll黒簗堕璽鑑笠6㌦墨己

麟1驚鷺1踊試1附師として次築勲1諾性分に：：；－IIト

装、、。）　　　　録犬腎・編に不漏帯

1－・1磯評÷謡諜δ鵬総lll帽撫冊
轟媚啄篇「二丁再・・颪網i“　nl：A、；、匙：剛：ll訓：

　　　　〃　2一矧ト柵　　　盤翻裂融分・トー一珊
　　　　〃　　　　　　　3　－　一　 一　十卜　→什　十｛ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　ユ2　＿　 ＿　 ＿　 ＿　 十　

十

　　　　〃　　　　4－一一　十惜帯　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　13－　一一一一一・…　－1・

　鵬a累羅分・一州1HIHIH汗
　　　　’ノ　　　2－一”tト刊ト斗仔卦ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表4（D）
　　　　〃　　　　3－一　十帯帯帯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿

麟性分i≡≡1÷麩評1嘘鑛鎚1燕
　　　　1’　3－一一＋　　難課麟【，雰e閑・6－一一一柵帯

　　　　”　　　 3－一一一一＋　　　　　　　　　　 〃　　　17－一一＋十ト→十ト覗ト

　　　　〃　　　4－一一一一一　　　　　　　　　　 〃　　　18－一一十i什覗卜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　關a累蹴分・6叫鼎柵柵

袈4（B）　　　　　　　　　　　　　〃　17－一卦帯・胴｝卜

1一抗元1讐鵠∴麟黍緯1三lll罫
　　　　　t㎜a‘一一’nvt　　　　　　　　　　m　　　　　　　　m　　　　　　　　　　”　　　　　18－　一　一　一一　十　十

騨腎a鴨梅・一一珊冊柵｝ト
　　　　”　7一一柵陥冊　　　即ち，－x及鵡｝臓並びに畔、緋赤lft、球の中

犬腎・曹堰ﾟ蒲撫1・篇灘雰欝灘繍雛’｝9
　　　　〃　　8－一一HH”　IH一　　　めない・而力・も之等は互に良く交販応を呈する・

慧魏編齢・一一一一一H｝　　次L・で・・のac・t・n・不溶性翻を・the・t・Li
　　　　〃　　　7＿＿＿＿十什　　　　　　　てSoxlet装i猷こて数時間抽出する。

　　　　〃　　　　8－一一一一＋　　　　　　　　　ether可溶性分は，　etllerを蒸発除去した後al一
盤魏薬溶齢・一一一珊惜　　・…1にて醐・，・・h・r・轍分・・於ても・t・e・

　　　　”　 7－一一一一什　　　 を除虫した後alcoho1に溶解し，溶液を製して，夫
　　　　”　　　　8－pm　ym－一一　　　　　　　　々30倍暴の食塩水を以て稀釈して乳化体をつくり，抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血清に対して抗允性を検する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その結果は第五表及び第六衷に示す。
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裂5（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衷5（C）

難試験管内一1攣警天訓讐δ1試験管内抗元魏㌦詳」1δ

春犬腎ace羅講k，〉・ai田冊・・！lいtlゴ「繁総1灘　llE分…IIHIe　FIII－・H！

　　　　　〃　　・冊柵　　盃　’・　　・2・1｛Hl卜
　　　　　〃　　　　　　　　3　・田・督ト州・　　　　　　　　　ll求　　　　　　1’　　　　　　　13　・1｝÷iw

馬唖謙∴灘州　州惣識分蹴斗i｝
　　　　　〃　　　　2｛朴・日ト督1・　　　　　　　　”　　　 13・HF・lll・

　　　　　1　㍊鷺　　　肺ce囎漏・分・琳一・
　1畔禁総誰躍分・帯胴i田　　　　　　II　　据：闘：

　　　　　II　　　訓雛貫　　　　禦灘｛騰購禦eユユalHH一帯
　　　　　’ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　卦ト　　帯　　 十tト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　帯　　 一lfト

　緬羊梁総麗繍勤・帯柵ト柵　　　　　　”　　　13姻｝ト

　　　　　”　　　2帯帯帯　　　　表5（D）

　　　　　II　蹴繍　　1試験管…1騨をλ謬6

愚馬腎・・艦轟分・帯柵ilf冊　犬腎ace謙識分・6・・惜・l
　　　　　r／　　　　　　　　　　　　　　　7　　　1［ト　．Hト　＿i陛．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ノ　　　　　　　　　　　　　　ユ7　　 ’lll　弓「ト

　　　　　〃　　　　　8掛冊冊　　　　　　　　　　　”　　　　18帯冊

犬腎acﾍ轟分・冊柵　　馬li野ace謙犠分・6冊冊
　　　　　’，　　7冊帯帯　　　　　　”　　17冊冊
　　　　　“　　　8帯冊冊　　　　　　”　　18桐1レ
喋艦躍雰・柵珊　　犠灘得ぎ講分・6柵tff
　　　〃　　　　　7帯柵帯　　　　　　　　　　　「’　　　　17帯冊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　18　冊冊　　　〃　　　　　　　　8　柵帯冊

鮮羅灘講分・冊冊柵　　即ち，角，，，第、糊。X、，1、1、〈、，犬及嗣組織汲

　　　”　　　7柵辮一IW　　　　び山羊及鮮｝盤赤ltlL球のacet・ne不溶分ii’の異性抗元

　　　”　　　8帯惜　＋F　　　樹勤質は，・ther溶性分には移行せず，専ら，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ether不溶性残漉に残る。且つ之等は交叉反応をも陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性に塁する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　acetone不溶，月．っether不溶活性分をchloro－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　formにて，　Soxlet装置を用いて抽出し，不溶性分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，可溶性分とに分劃し，夫々の乳化体にて抗元性を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検する。
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衷6（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6（C）

1……1鶏鵠燕1試験管内磯讐銑器
齢欝罧謝濟・一一一一一一冊柵Hト＋ll　皐懸蕊蝶溶、、＿一＿＋帯”f

　　　；1：二灘　　贈洲㌔＿．＋＋
　　　〃　　4－－H柵帯　　　　　　1’　　13－｝－ny一一一＋
鷺課認醗・一一一一一州　　　謝欝雪1糟容・・一一一一帯

　　　”　　2－一一→柵帯　　　　　　1’　12一一一　＋朴
　　　’，　　　　3＿＿一十Al÷・Hト　　　　　　　　　　1’　　　 ：13一一一一一十

　　　〃　・一一一一珊　　　盤果翻容・1－一柵網ト
果灘繊ミ鰐且e・一一一一一帯　　　”　・2－＋朴冊
　　　，，　　2＿＿＿＿＿＋　　　　　　〃　　］・3－一一桐旧w
　　　・　・一一一＋什　　梨総縣縮、、．．。柵ト冊
　　　〃　　　　4－一一一一一

轍麟翻ne・一一・帯冊　　　　Ij　Il＝難鼎
　　　〃　　　　2－一一一冊・｝仔
　　　〃　　　　3－一一一一十卜潤ト督ト

　　　〃　　　　4－一十十一H噂1冊・

表6（B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6（D）

義試験管内磯評器認、。義試一元撫讐蓋璽
ラ己　　　　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　元　　　　　　　 畳　　　　　　　　　AC　SC

轟羅課羅1溶・一＋冊珊什　璽魏饒魏薬溶、6＿柵酬柵．1，
　　　〃　　　　7＿一卦冊冊冊　　　　　　　赤ether不溶性分
　　　，’　　8－＿柵ト惜　　　録　”　・7－一＋ト帯辮

甥縫：＝羅珊　融癖：＝：竺㌦
　　　“　　8＿＿＋＋耕冊　　　　　　”　　17－一一一一朴
山羊赤血球acet。・・　　　　　　　　　　”　　ユ8一一一一＋＋
欝ethe「不溶6－一一一一＋冊　　艦呈e繍聯6－一一珊
　　　〃　　　　7－一一一一砦　　　　　　　　　　”　　　17－一一一一十
　　　〃　　　　　8－一一一十柵　　　　　　　　　　　　　〃　　　　18－一一一一一

緬羊赤血球acetone　　　　　　　　　　　　山羊赤血球
不溶ether不溶　6－一十惜冊帯　冊　　　　　　　acetOlユe不溶　Z6－一一一一昔　柵
性分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ether不溶性分

　　　〃　　　　7－一十ト→什十H・・冊・　　　　　　　　　　〃　　　 ユ7－一一一一升卜
　　　「’　　　　8－一一H十冊H十　　　　　　　　　　 ”　　　 18－一一一十掛
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　第7，　第8表に見る如く，chloroform溶性分に1’llt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7（G）
抗元性は全く認められず，不溶性調分にのみに抗元性

表7（A）　　　　　　　　　　　山1聯赤ln戯acet・，・e，

毒畿器蹴跡：構’・胴汗帯冊　継謝器鵡泌・・－HMW帯
　　　　”　　　　2帯帯　　　　　　　　　〃　　　12冊帯
　　　　〃　　　3Hf　・Hl－　　　　　　　　〃　　　13．田＿肝【

灘蜘雰不溶1帯∴　 潔籠畳聯糧麓淵一

　　　　1’　　　2帯紐　　　　　　　　1／　　　13胴冊
　　　　”　　　3弓1階　　　　　　S僻赤血球acet。・e，
　　　　”　　　　4嚇H一封ト　　　　　　　etlle「：イく溶，　cl1且oro－11十1十一1・］÷　－IH・

果藩醐1器蹴艶冊・tl・　鰍m難分　12柵
　　　　〃　　　　2覗十十1・L　　　　　　　　　 ”　　　　13十圧ト・i汗

　　　　1／　　　　　3＋IH一冊

　　　　”　　　4冊Hf　　　　　表7（D）

　　　　〃　　　　4辮十lf　　　　　麺緬羊赤1晒最acetone，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　勇・、　eし11er　：ン1くと容，　chユoro－　　16　　十iト　ー1什　　　　　十昏　　　十H・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤　form溶性分
表7（・）　　　　　　　墨　〃　　ユ7柵

1試験管内抗元鐙墨綴盆犠磁珊
騰：腎講畿，講1星雰・柵冊・予　　　〃　　・8冊
　　　　”　　7珊　　　　黙器器繍霧・6冊帯冊
　　　　”　　　8耕帯，　　　　　　　’ノ　　　17帯帯
　翻謙藷熟舗赫6帯帯一1｛1　　　　〃　　ユ8→冊
　　　　1・　　7柵　　　　囎燃ac拙秘．、6髄田帯
　　　　〃　　　　　　8　惜惜　　　　　　　　　　　form溶性分

　1．Ll羊赤血球acetone，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　17　・冊帯

　蹴継勢chl°「°－6柵帯　　　　’・　・8・珊
　　　　〃　　　　　7冊冊
　　　　1’　　　　8帯帯
　緬羊赤血球acetone，
　ether不溶，　chloro－　6　冊帯　　冊
　form溶性分

　　　　〃　　　　7帯惜
　　　　”　　　　8帯冊
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箋灘内抗元羅，蒲r歪誉蜷試脚・抗噛24681・・T9－9一

　表8（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表8（C）

免　　　　　象補体単位対1！（1　免　　　　　家補体単位対照

＿＿一＿、＿＿．．＿－t＿＿．．t．＿＿．．t＿．一．．＿，，　Z＿．．＿＿．．．、一＿．＿．．、＿＿、＿．一　』』＿＿＿．．．＿＿　　　　　　　　．　　　．．．．．一』i．＿「「．＿，．．．．．＿＿．．．．．．一．．＿＿．．、、一．．．．、、＿．＿＿＿一一．．．＿．．一、・

プぐ　犬1腎acetolle，　ether　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レL！　［」L」註卜劾≒［血Lユ球acetone，

　凋く溶chloroformフド　　1．　一　 一　 一　 一　一　 一　 一11ト　田・　　　　　輩蔭　etller　7ド溶　　　　　　　　11　－　
一一

@一　　一　 ヨト　ー111・・m－　ll・1卜

腎溶分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤chloroform不溶分
　　　　　〃　　　　　　　2　－　 一　 一　一　十　十ト　　　　　　　　　ユ血　　　　　　　　”　　　　　　 12　－　 一一

@一　p・一一　『1仔　・m－

　　　　　“　　3＿＿＿＿＿＿　　　球　　　“　　ユ3＿＿＿＋帯掛

騨紬蠕：二二：二㌦　撚輩動に；瓢辮
　　　r／　　　　　　　　　　　2　 －　　 一　　 一　　 一　　 一　 一llト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　 13　 －．．

@　一　　 一　　一ト　　弓lf　→ト

　　　・’　3－一一＋　　　離際驚　 、1－．，．．，＿．vny一珊

　　　〃　　　　4－一・一一一一一十・　　　　　　chloroform町く渥F5｝

鼎L驚t°ne・、．＿．一一掛　　　’・　・2－一一一柵
chlorof。rlU不溶分　　　　　　　　　　　　　　　tt　　13－一一一一II・
　　　’ノ　　　 2－一一一一一一一　　　　　　荊血i註r三赤lfiL蚕求acetone，

　　　”　・一一一＋　　諮醗麟1紛11－一｝珊
　　　　”　　　 4－一一一一a」→十一　　　　　　　　　t’　　　12　尉一一一一一十

憩朧難讃acet°n㌔＿＿．．IW　　　・　・3－一一一・
chlor。form不溶分

　　　〃　　　　　2－一一一十十
　　　　〃　　　3－一一一一1ト皆

　　　　”　　　　4－一一一一十

表8（B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表8（D）

1塑竺遷造塾墨盤還ll逆．塾笠耀
馬　欝弓腎acetone，　ether　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義liiil着訂【ド群劾篭［fltl’＊acetone，

　フ1く溶chloroform　 6－－ll一冊珊一flI　4什十汗　　ゴ1竺ether7fく溶　　　　16－一一一一一督ト督トIII・
腎不溶分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤chiorQform不溶分
　　　　　P’　　　　　　　　7　－　 一　 十　・H十　引十　帯　　　　　　　　　　 1n［　　　　　　　　　’ノ　　　　　　　17　－　 一　 一　

一m
@一　せ1－

　　　　　e，　　8＿一＋珊珊帯　　　球　　　〃　　18－一一一＋朴
　犬EE，i　acetone，　ether　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブζ璽畢aCetOne，

　不溶chloroform　　6－一十十帯帯帯　　　　　　ether不溶　　　　　16－一一一一一冊冊
　不溶分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chloroform不溶分
　　　　　F’　　　　7－一→一『H予十Hf冊　　　　　　　　　　 ”　　　 17－一一一一一ト
　　　　　”　　　8－m～一一冊一ffF　・lll・　　　　　　　　　”　　　18－一一十十卜帯
　匹⊥1羊thlt1血1封ミacetone，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬｝爵acetone，

　etller不溶　　　　　6－一一一一一一冊　　　　　　ether不溶　　　　　16－一升帯冊Hf惜
　chlorofor皿不溶分　　　　　　　　　　　　　　　　chloroform不溶分
　　　　　F’　　　 7－一一一一十十　　　　　　　　　　”　　　 17－一一一ト帯翌十・ili’

　　　　　〃　　　8－一一一一一卦　　　　　　　　　　1’　　　18－一冊→｝トHト冊
　謡i面羊劾≒ifヒL壬求acetor匡e，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．Ll謹1三赤H亘封ミacetorLe，

　ether不溶　　　　　6－w－一一一一冊　　　　　　ether不溶　　　　　16－一一一一一一一IH・
　chloroform不溶分　　　　　　　　　　　　　　　　　chloroform不熔分
　　　　　〃　　　　7－一一一一一→一　　　　　　　　　　〃　　　 17－一一一一一十

　　　　　〃　　　　8－一一一一一　　　　　　　　　　”　　　18－一一一一十卜
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no1混含液（⊥：1）にて，数圓抽出し，その可溶性分

次にch1°「°f°「m不1盤分をch1°「°f°「mn”nietha一 @表9（C）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2P＿．＿＿＿＿＿＿＿量．＿＿．＿＿＿＿＿＿＿漁．皇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lL1　レLド存乏示lflL玉冠ミacetone，
　表9（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡羊…ether，　chloroform　11－一一一一一il予・田・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　赤不溶，C－M溶性分

義試験鰍元概醗一謡講無1；T」〈llll：：二：：‡

1灘藁瓢雛一抗元・生を検す舞試験管内抗元賠艦｛㌔饗

麺　　＿　号＿＿＿＿　GL⊆　謡儲器監繍馬、、．．．＿．柵
犬犬腎acetQne，　ether，　　　　　　　　　　　　　　　　C－M溶性分
　chloroform不溶，　1－・一・一一一一一Hト1｝H什　　　　　　　　r’　　　12－一一一・・一十1一

腎醗性曾　・一一珊冊　編腎＿掘，厩・3……
　　　　　”　　　　3－一一一十十卜　　　　　　chloroformンド海チ，　11－一一一一一→什
　　　　　1’　　　　4－一一一一＿＿　　　　　　　C－M溶性分
　馬腎acet・・，，。th・，，　　　　　　　　　　　”　　12－一一一一帯
　chlorofQrlnフド溶｝　　　　1　－　　一　　一　　一　　一　　一h　遇｛1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　13　－　　一　　一　　一　　一　　一ト

　C－M溶性分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緬ξF赤111L球acetone’
　　　　　1’　　　　2－一一一一帯　　　　　　　ether，　chloroform　11－一一一一一一一一H卜

　　　　　”　・一一一州　　　不溶・C－》酬三分、2＿＿。。
，聯湘品。e，。n，，4－一一一㎝　　　　〃　i3　一一一一一一珊

　ether，　chioroform　1－一一一一一帯
　不溶，C－M溶性分
　　　　　〃　　　　　2－一一一一→什　　　　　　　表9（D）

轍轍翻二二二：：LH一髪璽竺壷1互亜叢
”　3－一’　ww一＋　　免　　　鐵補体単位螺，

不溶’C轡性分・一一…朴　難灘驚欝、6－．＿柵、，ト
　　　　〃　　　　3－一一一一十　　　　　赤不溶，C－M溶性分
　　　　〃　　　4＿＿＿＿＿＿　　　　血　　　　〃　　ユ7－一一帯帯惜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　球　　　，，　　18v，一一＿＋－1＋柵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬腎acetoneβther，

表9（・）　　　　　　　臓蹴雰不溶116｝｝…柵柵

甕試験管内抗元概4署一証、2講　馬腎。ce、。陥，，h，。18－一一珊
プロ　　　　　　　　　　　　　　　　　号　．　　　　　　　　　　　　　　＿⊆≧＿鼻≦≧　　　　　　　chloroform－2　g溶，　　　ユ6　一　

悼一 @7　 －　 十　Pモ←　十R・

響溜講肝，＿．＋珊｝叶　麟性1，・7－一一細
腎C－M溶性分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　18－一一一十帯
　　　　　”　　　　　　　　7　－　　一　一　一h　十卜　ll・1　　　　　　　　　　　　　レLl羊赤」血L球acetOIle，

免　　　象補体単位燃　　　”　17　”　”　一＋柵

　　　　・’　8－一一一・＋　　　耕凸翻麗珊1‘3一一一”“一紐
蓋覧銘鵠蹴e㌔．柵冊帯冊　　　〃　・7－一一一帯
C－M溶性分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　18－一一＿＿十
　　　　〃　　　　7－一十帯枡・冊

　　　　〃　　　　8－一一→十辮冊
山羊赤血球acetone，

ether，　chloroform　6－一一一一一帯
不溶，C－M溶性分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　t’　　　　7－一一一一十
　　　　〃　　　　　8－一一一一十
緬羊赤血球acetone，

ether，　cllloroform　6－一一一一十冊
不溶，C－M溶性分
　　　　”　　　　7－一”・一一一H一朴

　　　　〃　　　　　8－一一一一　十
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表10（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表10（C）

丞＿＿＿＿＿＿＿＿一＿．＿．．、．t一量＿＿一一一一一c．q　　笈．、．＿＿＿．．＿＿　　　　　曇L　　　C　⊆

義試験管内抗元勤讐喉羅試験管内抗元欝響響

犬艦蘇瀦囁、勝1柵卜柵トと隅麟燈課溜灘’e「，、1、田H，冊
腎　　　　　　　〃　　　　　　2　帯　冊　　　　　　赤　不溶分

　　　　　　　l　l糊　　盤　　；；　1訓留
　！董1驕溜1鴉累継「－lt＋t’　ltf　tti’　　ぎ濫耀摯脇構「層…1”・　・llF　・IH－

　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　2　　・H十　　督÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　 12　　→書ト　　卍什

　　　　　　　〃　　　　　　3・lll一帯　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　13　帯　冊

と1灘醜灘蹴帯　箆灘趨肝11脚
　溶分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　13　柵　帯
　　　　　　　〃　　　　2・1十F引十　　　　　昏i面三￥三赤．1血L葦求acetone，　ether，

　　　　　　　”　　・冊　　　潔雰f°「m構C構Mユエ胴旧tF
　　　　　　　〃　　　　4嚇ト暑ト　　　　　　　　　 ”　　　　12■H←→朴

　艦魏瀦聯瑠e「・、鼎｛ト　　　　tt　　・3柵ト
　不溶分
　　　　　　　〃　　　　　　2　帯　帯

　　　　　　　”　　　　　　　3　帯　1冊・　　　　　　　　表10（D）

表＿”4帯帯 瑞巣S撃讐、廻翌

罵罵一i爾薦薇蕊蛋……旧11用n………‘’　球　　　〃　　　・8w柵
；蒔δ・撫llM構瓢柵蕪雰臨轟・6－W－・・－tll・

　　　　　　　・，　　　　8冊HF　　　　　　　　”　　　　ユ7冊柵
　欝蓋驚8！溢縮雰「一・帯鼎　　 罵腎ace，。、1，。t11。。，ユ8惜冊

　　　　　　　1’　　・冊　　　粟鰐f°「；11不溶・ひM16軒田帯
　　　　　　　〃　　　　　　8　椙・帯　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　　　　17　惜　冊

辮麟纏予　∴
　　　　　　　’ノ　　　　　　8　帯　帯　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　17　冊　覗ト

　醗魏灘羅…㍊e「・，柵柵　　　　”　　・8W－－f・1
　不溶分
　　　　　　　tt　　　　7・旺卜・H卜
　　　　　　　，，　　　　　　8帯　帯　　　　　　　　第9，第10表に示す如く，抗元性物質は，chloro－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　form－methanol混合溶液ケこ藥めることが出来，不溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性分には全く移行しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このchloroform－rnethano1可溶性分を，冷所に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一夜保存すると析出物を生ずる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之を，遠堂沈澱により，上清と，不溶性分とに分離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，各々について抗元性を検すると，第11，12表に見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られる如く，上濡分のみに活性が認められる。
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表11（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表11（C）

免疫　　　　　象兎補体単位対照　 免疫　　　　　籔兎補体単位対照
抗元試騨1櫨元 ﾔ癖端　記記　b’c元縄娼納瓶番擁…τ…薦蕊

犬　犬腎析出物1帯柑帯冊　　山山羊赤血」測刑1物1五帯耀柑帯
腎　〃　・柵　　　諜　　〃　12鼎

　　〃　　　　3十H・帯　　　　　 1血L　　　 〃　　　 ユ3『H÷『ltl－

　　〃　　4”F柵　　　　ヨ求犬腎析1回勿・、柵升H｛卜
馬腎析出物　1帯帯柵　　　　　　〃　　 ユ2，lf卜珊

　　〃　　　2帯1十ト　　　　　　　　”　　　13帯柵
　　〃　　　3帯僻　　　　　馬腎析fl．1物／1L掛一Ht・Hト
　　〃　　　4帯帯　　　　　　　　〃　　　12帯帯
山羊赤ffi1球析出物　1柵冊帯　　　　　　〃　　13帯柵
　　”　　　　　　　　　2　・1｝ト　冊　　　　　　　　　　　　　　　　　細1ゴ群動≒」血鰹R析出物　　　11　・ll・ト　柵　　　斗1ト

　　”　　　3惜帯　　　　　　　　〃　　　lt2帯冊
　　7／　　　　4斗HL十汁　　　　　　　　　　’ノ　　　 13射ト・HF

緬羊赤」血［球析繊物　1帯帯帯

　　〃　　　2帯帯
　　〃　　　3惜帯
　　〃　　　 4十1予柵

表11（B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袈11（D）

鮫試騨内蹴叡兎補㈱位対；照．免疫 齧嵩熏Rガ瓶！鍵鵬．．拠、
抗元　　　　　　　　　　番懸　2　4　ACSC　　　抗元　　　　　　　　　　番畳　2　4　ACSC

馬馬腎析出物　6措帯根帯　 緬緬羊赤1丘L球析出物］6惜柵帯柵

腎　〃　　7制　　　譲　　”　・7柵
　　　〃　　　8冊帯　　　　　Iflt　　　〃　　　コ8帯柵
　犬腎析出物6帯冊掛　　　球犬1劉」r出物16帯Nトtff
　　　”　　　　　　　　　　　7　　→｛÷　　十H・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　17　　十什　　斗岳卜

　　　’1　　　　　　　　　　　　　　8　　 掛　　 冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ”　　　　　　　　　　　　　18　　 tlト　　冊

　山羊赤血球析出物　6帯帯　冊　　　　　　　馬腎析出物　16柑冊　帯
　　　〃　　　　7H十十陸　　　　　　　　　　’ノ　　　 17朝ト畳ト

　　　〃　　　8帯辮　　　　　　　　　〃　　　ユ8帯Hl・
　緬羊赤血球析出物　6帯惜　帯　　　　　　　山羊赤血球析出物　ユ6帯HF　帯

　　　’ノ　・　7帯辮　　　　　　　　　〃　　　17帯冊
　　　〃　　　8十ト冊　　　　　　　　　’ノ　　　18丑ト・冊

8
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表12（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表12（C）

疫試験管内抗元兎　一一｝｝二…川一　疫試験管内抗元兎一…一一…一…一一：：：：L．一．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フじ　　　　　　　　　万

犬犬腎溶解分1－一一一一＋惜　冊　　山山羊赤血球溶解11－一一一一一柵　惜

免　　　bl補体単位対照　孫「　　　家kili体単位燃
莞　　糞2468…2A・・C　鎮　『　香2468・…A・・C

腎　1’　・一一一柵　　　艶〃　・2－一一一
　　〃　　　 3－一一一一十　　　　　　　1（IL　　　〃　　　13－一一一十十卜
　　1’　4－一一一一＋　　　球犬腎溶解分11－一一＋＋帯
馬腎溶解分　1－一一一一一　柵　　　　　　　　　〃　　　ユ2－一一一十冊
　　「’　　　2－一一一丁・十卜　　　　　　　　　　 〃　　　13－一一一一・iト

　　〃　　　3－一一一一十　　　　　　　　馬軽溶解分ユ1－一一一一一一　柑
　　〃　　　 4－一一一一・一一　　　　　　　　　　　”　　　／2－一一一十・トト
1」』羊1血至求溶角皐う｝　　二L　－　 一　 一　 一　 一　 一　　・Hト　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　13　－　 一　 一　 一　

一一
@一1－

　　〃　　　2－一一一一一　　　　　　　　緬離赤」庭L球溶解：ll－一一一一一　柵

　　〃　3－一一一＋卦　　 分〃　12＿＿＿＿＿＋
　　’1　　　4－一一一十十　　　　　　　　　　 ”　　　13－一一一十帯
緬羊［丘L球溶解分　1－一一一一一一　冊

　　〃　　　 2－一一一一十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表12（D）
　　〃　　　　　3－　一一　一一　一一　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚＿tt，＿．．一＿＿易」＿＿．＿＿．ム2黛皇

表12（B）　　　　　　　　　　　　　緬緬羊赤［血L球溶解16－一一・一一一帯　帯

”4－一一一一一 @務試験管内抗元轟ノ璽÷謡∬…凱

鑑塑塗逃蜜義墨堂鵜∴分｝i三≡∴Hl“

馬馬腎溶解分6－一一一一＋冊・　帯　　　　　　〃　　17－一＋冊冊帯
腎　　”　　7－…一．．w－＋帯　　　　　　　〃　　18　一一一帯｛什冊
　　　　〃　　　8－一一一一一一一　　　　　　　　馬腎溶解分16－一一一一＋　辮
　犬腎溶解分6－＋柵帯冊冊冊　　　　　　　〃　　17－一一一一・一帯
　　　　〃　　　 7－－IH『・Hl－”皆卜十冊・　　　　　　　　　　　’ノ　　　18－一一一十十ト

　　　　〃　　　8－一一柵冊冊　　　　　　　　山羊赤1血L球溶解1〔3－一一一一一　冊
　山羊赤血球溶解分6－一一一一一　帯　　　　　　　　分　　〃　　　17－一一一十トーHト

　　　　1’　　　7－一一一一一一・肝　　　　　　　　　　　〃　　　ユ8－一一一＋1十

　　　　〃　　　　8－一一一…十十卜

僻麺燃鰯6一一一一”一　M＋　　。の抽腿程と活性分の断と臓示する鵬・譲
　　　　lt　　　　7－　一一一　一一　十　十

　　　　〃　　　8＿＿＿＿＿＋　　　　　　　の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殻後に得た抗元性活性を有する上清液を，乾燥して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得たものにつき，種々の矩性並びに定量反応を行い，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の結果（第14表，15表）を得た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この活性物質の生理的食塩ガく懸濁液を，HC1を加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えて6Nとし，沸騰水溶中にて，3時間加熱，水解し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た後，NaOHにて中和し，その還元性を検すると，第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒表の結果が得られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表14－16に見る如く，犬，馬腎及山羊血球中の所謂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Forssman抗元性物質は還元力を欠き，蛋白反応，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ninhydrin反応を除く外は，金く陰性である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　且っSalcowski，　Liebermann－Burchard反応も
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表　13

　　　　　　　隔臓赤醐（麟㈱l
　　　　　　　　　　　　　l・ce・・ne抽出

．＿一

@「　　　一．．．．一＿＿「．

1・ce・・n・嚇・・分　！ace・…欄・分「『1

　　　　　（｝）　　一＿＿一鎚⑳見抽出
　　　　　　一＿一．一一．、，⊥．＿＿　一＿一．一．、．「

　　　　　　1・・her・1∫溶性分　1・・・…不溶性分

　　　　　　　　　　　　（一）　　．＿＿＿ユ頸lg嚥1暴，出

　　　　　　　　　　　　　＿一．．．＿⊥＿＿＿　一．．．＿＿L＿一＿．一一一

　　　　　　　　　　　　　L製塑璽」璽！㌧」ド亜二？聖．礎盤＿1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『）　　　　i≦温，。，．，1。＋metha。。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　l（1：D抽出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c111°「°f凹控i蹴就且丑｝11噸璽喋齪，L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿＿＿＿i繊腿＿　　　　（一）

　　　　　　　　　　　　＿一．＿．一．－imL－．一一一一．一＿＿、一＿、」

　　　　　　　　　　　　1溶　解』分lI析　漁………券一“「
（＋）　　　　　　　　　　（一）　　　　’

（＋）：抗元性あり

（一）；抗ラ6性なし

表14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表t5

＼豆論財一一膿叢．雛蒙1集こ二二二二こ：1一遡糊胆脇鉦漂・蕨
　．　　　，　　　　　　　　一　一一一一一一　一一　　　　　P（チ％）　　　2、06　　1．86　　0．44　　2．37

謙岬　　　亡亡亡f　・㈱2・・782・・64・・413…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ1≧，1旨酸（g％）　　25，3　　24。8　　27，8　　2998

誌：議一＿，df　f：：欝笈脇離形）・・α・・，…
CdC12　　　　　　　　　　　　士　　　」：　　　一　　　

一

M°liSch　　　　　　　士　一k　　表16
Anthrone　　　　　　　　－　　一　　一　　＿

・・n・h・・・・…n　－一一一一　、鳶’・＼、．騰…騨堕．矯．蜘藤

Mill・n　　　　－　一　一　一　　F・hli、、g　　＋　＋　＋　＋
H°pkins－C°1e　　－　一　一　一　　Nyl、。der　　＋　＋　±　±
PbS　　　　　一　一　一　一　　Diphe。yl　＿　＿　＿　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Feulgen　　　　　　－　　　　一　　　　一　　　　一

呈しない。

　併し，之を塩酸々性に於て加熱加水分解するとt還　　　り分離した試験管内抗元側三物質を以て，象兎を免疫

元力が現れて来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　し，緬羊赤1丘L球に対する溶1血L素血清を得らるるや否や

　　犬腎及び山羊赤血球申の活性劃分による家兎の免　　　を実験した。

　　疫試験　　　　　　　　　　　　上訓頒の少董1：を生理‘由食塩水に溶解しo諏碗
　犬腎組織並びに山羊赤血球より，上記の方法によ　　　を以て，象兎を3回，1週聞醗きに耳静豚内注射によ



第6号　 （1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 109－（11　47）

表17

試糧灸イ首3番号12345678枷備の稀釈骸゜ﾗ゜～．2，U’3g°儲゜・儲騰認寝擶朧器

3　％　iif［i　重1皇　ttbk　l血L　球　　 0、25vle　　O．25me　　O，2r）7ne　　O．251ne　　O．2「o　me　　O．2　r）　me　　O，2　F）　n6　　0．25vle

犬　　　　　　腎　　　21　　　冊　　　　耕　　　　措　　　　冊　　　　冊　　　　・卜　　　一　　　　一

　　　〃　　　　　　　22　　　冊　　　　帯　　　　帯　　　　十　　　　十　　　　士　　　　一　　　　一一

111　ゴ1皇　赤　　1血L　球　　31　　　　　・1什　　　　　　斗｝ト　　　　　　ート　　　　　　　→一　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　 一　　　　　　　一

　　　t，　　　　　　　　　32　　　　覗ト　　　　　十　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一一　　　　　　一

り免疫し，最後の注射より1週閥目に採［fiL，その緬羊　　　　合液（1：1）にて処1皇艮すると，活性物質はその可溶

、血球に対する溶1血L価を検した。　　　　　　　　　　　　惟画分に移行する。

　その結果は錦】7衷に示す。　　　　　　　　　　　　　（e）活性物のch1Qroform－methano1混合液溶液を

　この結果に見る如く，犬腎組織，及び山芋赤由L球よ　　　　氷歯1｛内に一夜放概すると，沈澱を蛋じ，その活性は

り，分離儲製した所謂Forssma，n抗元1生物質を以て　　　　泓二澱には認められず，上清液にのみ認められる。

象兎を免疫することによりFQrssman抗体，即』ら対　　　　2）　これ等の諮性質を利用して，上記組織より分離

緬羊赤血球溶前1素を生ぜしめることが明らかとなっ　　糀製した活性物質を以て，寂蒐を免疫し，緬羊赤［飢球

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に対する溶血素1血L清t．・　ll｛iMc。

　このForsg．　man抗元の化学的木態は上述の化学定　　　　3）　此等の活性11郷ノ孟はMoliSch反応が雌かに陽性

性反応，及び定燃：反応では，まだ確立す70ことは不可　　　に出る外は，諸種の還発反応は険捌三，又蛋陶質の色彩

能であるが，諸種の蛋白反応の陰性，1・ieberinann一　　反F藤もNinhydri11反応を除き，何れも陰性，　Sa1－

Burchard及びSalkowski反応の陰｛蟹三，　Molisch反　　cowski，及びLiebermalm・Burcllard反応は陰性で

応の陽性，水解後にFehling，　Nylander反旛の陽性　　　ある。

を呈すること等により，本物質はcerebrosidaに属　　　定量爽験結果はcholestero10．〇五こ脂酸24，8～29，8

するものと想像されるが的確なことは更に爽験を要す　　（y％），N含有爺1．41～3．76（ll％），　PO，44～2．37（g

ると考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％）である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）活性物質な6NHC1にて水解すると，還元性が

　　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　繊現する。

薯者は犬腎臓馬腎臓山糊≒繊及び榊赦　　以上嚇｛慣により叛て，異蹴元のイヒ鞠本態
球を用いて，異性抗元の化鞠蹴を行い融揃の　e、L，未だ醸｝。加瀧する。とは不可能であるカ・，

化学的本態究明の一助たらしめんとした。　　　　　　　燐ぼ未だ倉有はされるがcerebrosideなることが最

　実験の結果を要約すると次の如くである。　　　　　　　も有力に考えられる。

　1）　家兎を犬腎，及び馬腎食塩水浸拙液，並びに山

羊赤血球を以て免疫し・強力な緬羊赤1血球にタ寸する溶　　　　　　　　　　　　　文　　献

⊥fiL素血清を得，之等抗血清並びに緬羊赤」血L球を以て免　　　Forssman，　J，：Biochem．　Z．，37：78，1911

疫した編溶1螺」備に対し・面阪応を行う　頒　M。yer，　K，、Bi。、h。m．　Z．，72・225，192・

を，犬，馬腎，及び山羊・緬羊赤1血球より分離精製し　　Landsteiner，　K．　and　Simms，　S．：J．　Exp．　Med．

た。即ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47；127，1923

（・）活性物質は之等組織のacet…不溶解分に樹予　F。jimura，　S，・」、　Bi。、hem．，32・329，ユ940

　し・acetone溶性画分には全く移行しない。　　　　　　Fujimura，　S．：Acta　Medica　Nagasakieユlsia，2：

（b）acetone不溶画分を乾固しetherにて処理する　　　　　12g，194Z

　と，活性物質はether不溶性画分にのみ移る。　　　　Naramoto，　K．：Med，　J，　Shinshu　Univ，，1：97，1956

（c）ether不溶性画分をchloroformにて処現する　　　Sakakibara，1．　l　Med，　J，　Shinshu　Univ．，4：203，

　と，活性物質はその不溶性画分に移行する。　　　　　　　195g

（d）（c）の活性圓分を更にchloroform－methano1混


